
～ため池一斉点検の結果を活用する事例について紹介します～

愛知県、水土里ネット愛知

内容： ・ 県内の農業ため池２,４１０か所の内、受益面積０.５ｈａ以上、または貯水

量1,０００㎥以上の１,６８０か所を対象に調査を行った点検結果について、

ため池情報（堤体型式、総貯水量、流域面積、満水面積、受益面積、 洪

水吐諸元、取水工諸元、底樋諸元、改修履歴、被害戸数等）、流域図、受

益図、被害想定区域図、現地調査写真を水土里情報システムに登録した。

経緯： ・ 豪雨や大規模地震等の自然災害による被害を未然に防止するため、

愛知県が主体となって平成２５、２６年度にため池一斉点検を実施した。

・ 上記の点検結果を、ため池の防災に資するために、水土里情報システム

上に登録し、県内担当者とため池に係わる情報共有を行い、一元的に点
検結果を蓄積する。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第113号(平成２９年4月）

今回紹介する団体：

水土里情報システムで表示
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震度４以上の地震が発生した際に緊急点検を行うため池について、応急措置
の情報を加えることにより、更に活用が期待できる。

今後の活用予定

期待される効果

・ため池の情報と、流域図、受益図、被害想定区域図の確認及び１池平均

１０枚以上になる現地調査写真により、本システムで現地確認を行う前に

多くの情報を得ることができ、又、県、市町でクラウドを利用した情報共有

を行うことにより、特に緊急時の活用が期待される。
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